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朽木 FS 研究員 島上宗子
 
11 月 13 日、滋賀県長浜市余呉町の中河内集落で、




































































亀岡 FS 研究員 河原林洋
  
2008 年より毎年開催している「保津川筏復活プ











































































回、末口 10cm を指定すると、元だと約 15cm 位の






[2]ざいちのち 実践型地域研究中間報告書 P54 参照 
[3]現在保津川 船企業組合の船
の船底の幅が約 170cm である。それを考慮して約 150cm に調
整している。 
写真１：保津川で筏に
乗 る 片 井 さ ん と 筆 者




■第 29 回 定例研究会 
１．日時：平成 22 年 11 月 26 日（金）16:00～19:00 


































































































































写真 2: 棚田・集落・海 
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